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1. はじめに 

 自己参照型ホログラフィックメモリ (SR-

HDS)は，参照光を用いないホログラフィック

メモリ(HDS)の実施形態である．SR-HDS にお

いては，再生品質に大きな影響をおよぼすとさ

れる記録面の光強度分布を，Additional Pattern 

(AP)とよばれる被記録データページに付与す

る位相パターンによって制御可能であること

が分かっている[1]．一方，SR-HDS 以外の HDS

システムにおいて，記録面の光強度分布の制御

を可能にする位相マスクの位相分布設計法が

提案されている[2]．本研究では，SR-HDS に当

該位相分布設計法を適用し，記録再生シミュレ

ーションを行った結果を報告する． 

2. SR-HDS 
 図 1 に SR-HDS の概念図を示す．記録時に

は，被記録情報である SPと任意のパターンで

あるAPを足し合わせたWPを位相変調した光

波を集光し，ホログラムを記録する．再生時に

は，RP を光波に変調してホログラムを照射す

るが，RP が AP と等しいとき，撮像素子面に

おける読み出し光波の強度分布が SPとなるこ

とで再生が行われる． 

 
Fig. 1. Conceptual diagram of SR-HDS. 

 

3. 位相分布設計シミュレーション 

 位相分布設計法では，記録面の光強度分布に

ついて，現状分布と目標分布の差分を評価値と

し，その評価値を最小化するように位相分布を

設計する方法である． 

 本研究では，AP が 2，4，8 値の場合を想定

し，記録面の光強度分布が平担化するように目

標分布を設定した．AP が一様なときの記録面

光強度分布と，4値の AP に対して位相分布設

計法を適用したときの記録面光強度分布を図

2 に示す．一点に集中している記録面光強度分

布が，位相分布設計法によって平坦化されてい

ることが確認できる． 

 
Fig. 2. AP and intensity distributions on recording 

plane (a) without and (b) with design method. 

 

4. おわりに 

SR-HDS に当該位相分布設計法を適用し，記

録面光強度分布が平坦化されていることを確

認した．発表では，設計した AP を用いて実際

に記録再生シミュレーションを行った結果も

報告する． 
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